






【要約】

 川崎病に対するガンマグロプリン療法終了直後の原田スコアが陽性、あるいは体温≧

37.5℃の場合に無効例を予測する方法(以下「追加基準案」とする)について、第 13 回全

国調査の巨大瘤症例 66 例による追加基準案の再評価を行ない、自験例における IgG 上昇

率の検討から、追加治療として IVGG を再施行する場合の投与量に関する提案を行なった。

第 13 回全国調査における追加基準案の成績は、該当率 85.9%、鋭敏度 97.0%、特異度 72.7%

で満足されるものであった。追加基準陽性で巨大冠動脈瘤を合併した 64 例中、60 例が発

熱の持続を認め、解熱した 6例中 4例が原田スコア陽性てあった。今後 prospective study

を計画するのに妥当な方法であると考えられる。自験例 23 例におけるガンマグロプリン

投与量は平均 1229±462mg/kg、血清 IgG 増加量は 936±264mg/dl であった。各例につい

て増加率を求めると平均 41.5±13.7%であった。Prospective study に際して、追加療法

の投与薬剤、投与量が問題であり、一回大量投与がよいと思われるが、その量を 1g/kg に

するか 2g/kg にするか、早々に方針を確立する必要がある。


